
左派メディアと戦い続けた安倍総理

安倍総理は左派メディアによるサブミナルを使った印象操作、テロ事件直後にオフレコ
の外交日程を喫茶店に廃棄、妄想記事で批判されたこともありました。
しかし安倍総理は左派メディアからの攻撃に怯まず、時には『朝日新聞の坪井氏が加戸

証言を報じたと主張してるが、ファクトチェックを是非して下さい』と朝日記者が嘘をつ
いてると暗に示したり、イヤホン指示で話を遮ったNEWS23に再度出演時には『今日はイ
ヤホン大丈夫ですか？』と弄り、布マスク批判をしてきた朝日記者には『御社でも布マス
クを3300円で販売してるように重要がある』など鋭い反撃もおこなってきました。
そして国会で『かつて朝日新聞は“私がNHKに圧力”と捏造報道したが謝らなかった。ま

たKY珊瑚・吉田調書も最後まで謝ろうとせず、吉田清治の慰安婦証言は日本の誇りを傷つ
けた。森友では開成小を安倍晋三小学校と報じるも訂正せず。記者が裏取りしない朝日は
哀れで惨めで呆れる』と朝日新聞への苦言を国会議事録に残しました。

左派メディアが必死に引きずり降ろそうとした安倍総理ですが7年8ヵ月で【集団的自衛
権・特定秘密・テロ等準備罪など日本の安全保障を前進させ、民主党政権時から日経平均
約3倍・失業者100万人減・正規雇用130万人増させ、日米同盟を強固にし、日韓合意で“慰
安婦問題の最終的かつ不可逆的な解決を確認”】させ、辞任表明後も日印物品協定・日英貿
易協定を合意させるなど最後まで日本の為に尽力し、成遂げた功績は計りしれません。
辞任表明後には内閣支持率は急増し・朝日新聞の世論調査でも“安倍政権を評価するが71％”
と左派メディアが倒せなかった安倍内閣は名実ともに歴史に名を刻む内閣となりました。
安倍総理、7年8ヵ月本当にお疲れ様でした。

安倍総理、ありがとうございました
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安倍前総理「官房長官として国のために黙々と汗を流す姿を見てきた。この人なら間違いない。一議員として全力で支えていく」
菅総理「安倍総理が進めてきた取組みを継承し進めていかなければならない。私にはその使命と責任がある」
安倍前総理の意思を受継ぐことを表明した菅総理。よりよい日本を築き上げてくれると期待してます
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